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　設定来の基準価額の推移
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純資産総額(右軸)

分配金再投資基準価額(左軸)

基準価額(左軸)

※基準価額は1万口当たり、信託報酬控除後です。当ファンドの実質的な信託報酬は、投資対象ファンドの信託報酬を間接的に

ご負担いただくことになりますので、作成基準日現在、純資産総額に年率1.826%（税抜1.66%）程度を乗じて得た額となります。

※分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したものです。

※グラフは過去の実績であり､将来の成果を示唆または保証するものではありません。

 基準価額 11,847 円

 純資産総額 447.0 億円

※基準価額は1万口当たりです。

　騰落率

1ヵ月前 3ヵ月前 6ヵ月前 1年前 3年前 設定来

分配金再投資基準価額 7.19% 14.84% 　　 － 　　 － 　　 － 18.47%

参考指数 4.07% 10.67% 　　 － 　　 － 　　 － 13.55%

※騰落率は、1ヵ月前、3ヵ月前、6ヵ月前、1年前、3年前の各月の月末および設定日との比較です。

※分配金再投資基準価額の設定来騰落率は、1万口当たりの当初設定元本との比較です。

※参考指数は、MSCI オール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み）〔円換算後〕です。

※参考指数の騰落率は、Bloombergのデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが算出しております。

※参考指数は、当該日前営業日の現地終値に為替レート（対顧客電信売買相場の当日（東京）の仲値）を乗じて算出しております。

※MSCI指数はMSCI Inc.が算出している指数です。同指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権利はMSCI Inc.に

帰属します。またMSCI Inc.は、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。

　最近5期の分配金の推移

設定来合計 －　円

※分配金は1万口当たり、税引前です。

運用状況等によっては分配金額が

変わる場合、或いは分配金が支払

われない場合があります。

　ポートフォリオ構成比率

アクサ IM 次世代AI関連株式ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用） 96.3%

マネー・リクイディティ・マザーファンド 0.2%

 短期金融商品・その他 3.6%

※構成比率は小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100%にならない場合があります。

次世代AI株式戦略ファンド
追加型投信／内外／株式
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　アクサ IM 次世代AI関連株式マザーファンドの状況（1）

投資カテゴリー別構成比率

投資カテゴリー 比率

インフラ 53.8%

イノベーター 43.1%

企業規模（時価総額）別構成比率

企業規模 比率

超大型株　（5,000億米ドル以上） 31.8%

大型株　（500億米ドル以上　‐　5,000億米ドル未満） 50.0%

中型株　（100億米ドル以上　‐　500億米ドル未満） 8.0%

小型株　（100億米ドル未満） 7.1%

※各比率は純資産総額に対する比率です。

※各比率は小数点第2位を四捨五入しています。

※投資カテゴリーはアクサIM独自の分類であり、今後変更となる場合があります。

※業種はGICSセクター分類です。

※企業規模（時価総額）は本資料における分類です。

次世代AI株式戦略ファンド
追加型投信／内外／株式

国・地域別構成比率（上位10） 業種別構成比率（上位10）

国・地域 比率 業種 比率

1 アメリカ 70.4% 1 情報技術 63.7%

2 ケイマン諸島 7.7% 2 コミュニケーション・サービス 14.6%

3 日本 3.4% 3 資本財・サービス 6.9%

4 ルクセンブルク 3.0% 4 一般消費財・サービス 6.6%

5 イスラエル 2.9% 5 金融 3.4%

6 イギリス 2.8% 6 ヘルスケア 1.7%

7 台湾 2.2% 7 　　　　　　　　　　— 　　–　　

8 カナダ 1.9% 8 　　　　　　　　　　— 　　–　　

9 韓国 1.5% 9 　　　　　　　　　　— 　　–　　

10 フランス 1.1% 10 　　　　　　　　　　— 　　–　　

※当ファンドの主要な投資対象である、「アクサ IM 次世代AI関連株式ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）」の親投資信託

「アクサ IM 次世代AI関連株式マザーファンド」のポートフォリオの状況を記載しています。

（出所：アクサ・インベストメント・マネージャーズ株式会社のデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメント作成）
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　アクサ IM 次世代AI関連株式マザーファンドの状況（2）

組入上位10銘柄 (組入銘柄数: 40 )

銘柄名 国・地域 業種
組入
比率

銘柄概要

1 エヌビディア アメリカ 情報技術 6.7%
アメリカ・カリフォルニア州サンタクララに本社を置く世界的な
半導体メーカーで、グラフィックス処理ユニット（GPU）の設計
と開発においてリーダー的存在。

2 アップラビン アメリカ 情報技術 5.2%
米国のテクノロジー会社。エンド・ツー・エンド型ソフトウェアと
AIソリューションを提供し、世界の視聴者へのマーケティング、
収益化、事業拡大を手掛ける。

3 ブロードコム アメリカ 情報技術 5.0%
アメリカ・カリフォルニア州パロアルトに本社を置く、無線（ワイ
ヤレス、ブロードバンド）および通信インフラ向けの半導体製
品、ソフトウェアなどを製造販売する世界的なファブレス企業。

4 マイクロソフト アメリカ 情報技術 4.3%

米国のソフトウェア大手。多様なコンピュータ向けにソフトウェ
アの開発、製造、ライセンス供与、サポートを展開。「ウィンドウ
ズ」、サーバー、パソコン、OS、業務自動化・効率化アプリケー
ションに加え、家庭用ビデオゲーム機器、タブレットを提供。

5 パランティア・テクノロジーズ アメリカ 情報技術 4.2%

アメリカ・コロラド州デンバーに本社を置き、高度なデータ解析
および人工知能（AI）を活用したソリューションを提供し、特に
政府機関や企業向けのデータ活用支援に強みがあるビッグ
データ解析に特化したソフトウェア企業。

6 ロブロックス アメリカ
コミュニケーショ

ン・サービス
3.9%

ユーザーが自分でゲームを作成・共有し、他のユーザーが作っ
たゲームをプレイできる、人と人とのつながりとコミュニケー
ションのための世界的なオンラインゲーミングプラットフォーム
を提供する企業。

7 メタ・プラットフォームズ アメリカ
コミュニケーショ

ン・サービス
3.7%

米国のソーシャルテクノロジー会社。ユーザーをつなぎ、コミュ
ニティを見つけ、事業の成長を支援するアプリケーションおよ
び技術を構築する。広告、拡張機能化、仮想現実も手掛ける。

8 アドバンテスト 日本 情報技術 3.5%

半導体試験装置や電子計測機器の製造を行う企業。同社の製
品には、大規模集積回路（ＬＳＩ）・メモリーテストシステム、ダイナ
ミックテストハンドラ、ネットワーク分析器、電子計量器、光計測
器、信号発生器などを含む。

9 オラクル アメリカ 情報技術 3.2%

米国の世界的なソフトウェア・メーカー。企業の情報管理用ソフ
トを手掛ける。製品は、データベースやリレーショナル・サー
バー、アプリケーション開発および意思決定支援ツール、業務
用アプリケーションなど。

10 スポティファイ・テクノロジー ルクセンブルク
コミュニケーショ

ン・サービス
3.1%

音楽ストリーミングサービスの世界最大手プロバイダのうちの
1社。音楽業界の収益構造を変革し、アーティストとファンをつ
なぐプラットフォームとして、グローバルに展開。

※組入比率は純資産総額に対する比率です。

※組入比率は小数点第2位を四捨五入しています。

※業種はGICSセクター分類です。

次世代AI株式戦略ファンド
追加型投信／内外／株式

（出所：アクサ・インベストメント・マネージャーズ株式会社のデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメント作成）
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　ファンドマネージャーのコメント

＜投資環境＞

9月のグローバル株式市場は総じて堅調に推移しました。当月は、米連邦準備制度理事会（FRB）が今年初めて利下げを実施しました。

これを受けて市場では、年内にさらに2回の追加利下げが実施されるとの期待が高まりました。これまで、マクロ経済指標の結果は強弱

が入り混じる状況が続いており、投資家の不安が募る展開となっていましたが、FRBによる利下げが安心感をもたらし、株式市場を下支

えする結果となりました。さらなる金融緩和期待が株価を下支えし、とりわけテクノロジー関連株が良好なパフォーマンスを示しました。

AI分野では、次世代AIインフラ銘柄が特に好調に推移しました。背景には、今後10年間で次世代AIインフラに向けた投資が1兆ドルに

上るとの憶測が出たことから、投資家の期待感が高まっていることが挙げられます。実際、エヌビディアがインテルやオープンAIへの投

資を発表しました。また、米国ではオープンAIが新たなサービス「Instant Checkout」を開始し、同社の新たな収益源となる可能性が

注目されています。中国ではAI関連の長期成長シナリオが改めて強調されました。9月に開催されたカンファレンスにおいては、アリババ

社CEOのエディ・ウー氏は 、今後3年間でAI・クラウド基盤に3800億元を投資する計画を表明し、長期的にはデータセンター能力（エネ

ルギー消費）が2032年までに2022年比で10倍規模へ拡張する見通しを発表しました。またディープシーク社は高性能推論モデルを

公開するなど、同国ではAI競争力を急速に高めています。

＜運用経過＞

9月の基準価額は7.19％上昇しました。当月は、次世代AIインフラ企業と次世代AIイノベーター企業の双方が本戦略の収益にプラスに

寄与しました。特に次世代AIインフラの寄与度の方が高い結果となりました。次世代AIインフラ領域の中では、中国・米国の大手クラウド

関連企業と日本の半導体検査装置メーカーの株価上昇が収益に貢献しました。中国ではディープシーク社の高度なオープンソース推論

モデルが登場して以来、AI業界が急速に成長し始めたことで、大手クラウド関連企業の株価が好調に推移しています。米国では、民間企

業が主導的に行う次世代AIインフラ投資プロジェクトである「スターゲート」に関連した、クラウド企業に大きな関心が寄せられました。こ

のように米国と中国双方において、次世代AI市場へのさらなる投資が期待されています。こういった追い風を背景に、半導体検査装置

の分野で高い技術を誇る日本の半導体検査装置メーカーの株価も好調に推移しました。

次世代AIイノベーターでは、特に広告最適化・オンライン証券会社・次世代AIプラットフォーマーなど次世代AIを活用し、新たなサービ

スを展開する企業が収益に寄与しました。広告最適化の分野では、次世代AIを活用することで、広告主とアプリ開発者の双方に最適化し

た広告ビジネスを展開し、競争力を発揮している企業が現れています。今後は、広告主にとってメタ、グーグル、ティックトックなどの従来

企業に代わるプラットフォームへと進化することが期待されています。

＜今後の運用方針＞

米国経済の行方や追加関税・政府閉鎖長期化の可能性などマクロ環境には依然として不透明要因が残りますが、FRBの利下げサイクル

再開は市場の安心材料となっています。AI分野では、次世代AIモデルの開発のみならず、次世代AIを利用する企業である次世代AIイノ

ベーター企業の発展が、AIインフラの構築を支える土台となっています。活用面においては、オープンAIの「ChatGPT」の週間アクティ

ブ・ユーザーは、今年2月の約4億人から7月末には約7億人に達しました。グーグルは７月に5月の2倍、2024年初めのほぼ100倍に

当たる980兆のAI推論トークンを処理しました。次世代AIは、汎用技術として莫大な価値創出の可能性を秘めた巨大トレンドであると

当社は確信しています。

当ファンドでは、このような環境下において、構造的な成長テーマである「次世代AI」に注目しています。次世代AIは経済全体に大きな

影響を与える汎用技術と位置付けられており、その進展によって生み出される投資機会は中長期的に極めて有望であると考えています。

投資チームでは、AI技術の進展を長期的な成長機会と捉え、次世代AIインフラおよび次世代AIイノベーターの双方に柔軟に投資するこ

とで、幅広くリターンを追求しています。次世代AIの社会実装が進む中、業種問わずAI活用が企業の競争力に直結する時代が到来して

おり、こうした変化を的確にとらえることが、今後の投資成果のカギになると考えています。

引き続き、徹底したボトムアップ・リサーチを通じて、次世代AIを通じた構造的な成長が期待される企業を厳選し、アクティブかつ柔軟

な運用を行ってまいります。また、マクロ環境の変動に注意を払いながら、質の高い企業への選別を通じた中長期的な成長を目指してま

いります。

※ 今後の運用方針等は、将来の市場環境の変動等により変更される場合があります。また、市場環境等についての評価、

分析等は、将来の運用成果を保証するものではありません。

次世代AI株式戦略ファンド
追加型投信／内外／株式

※「アクサ IM 次世代AI関連株式ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）」の運用会社である

アクサ・インベストメント・マネージャーズ株式会社のコメントを基に作成しています。

当レポートは10枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（4/10）  553385



　ファンド情報

設　定　日 2025年6月9日

償　還　日 2045年11月9日

決　算　日 毎年5月9日および11月9日（休業日の場合は翌営業日）

　ファンドの特色

次世代AI株式戦略ファンド
追加型投信／内外／株式
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　投資リスク（1）

次世代AI株式戦略ファンド
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　投資リスク（2）
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　お申込みメモ

次世代AI株式戦略ファンド
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　ファンドの費用

　委託会社および関係法人の概況

委 託 会 社 ＳＢＩ岡三アセットマネジメント株式会社　 （ファンドの運用の指図を行います。）

金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第370号
加入協会：一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会

受 託 会 社 三井住友信託銀行株式会社　 （ファンドの財産の保管及び管理を行います。）

次世代AI株式戦略ファンド
追加型投信／内外／株式
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　販売会社について

受益権の募集の取扱い、投資信託説明書（交付目論見書）、投資信託説明書（請求目論見書）及び運用報告書の交付の取扱
い、解約請求の受付、買取請求の受付・実行、収益分配金、償還金及び解約金の支払事務等を行います。なお、販売会社に
は取次証券会社が含まれる場合があります。

日本証券業
協会

一般社団法人
日本投資

顧問業協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
第二種金融商品

取引業協会

（金融商品取引業者）

岡三証券株式会社 関東財務局長（金商）第53号 ○ ○ ○ ○

岡三にいがた証券株式会社 関東財務局長（金商）第169号 ○

株式会社証券ジャパン 関東財務局長（金商）第170号 ○ ○

野畑証券株式会社 東海財務局長（金商）第18号 ○ ○

三津井証券株式会社 北陸財務局長（金商）第14号 ○

商号 登録番号

加入協会

　ご注意

・ 本資料はＳＢＩ岡三アセットマネジメント株式会社が作成した販売用資料です。購入の申込みに当たっては、投資信託説
明書（交付目論見書）をお渡ししますので必ず内容をご確認のうえ、投資判断はお客様ご自身で行っていただきますよ
うお願いします。投資信託説明書（交付目論見書）の交付場所につきましては「販売会社について」でご確認ください。

・ 本資料中の運用実績等に関するグラフ・数値等はあくまでも過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証
するものではありません。また、税金、手数料等を考慮しておりませんので、投資者の皆様の実質的な投資成果を示す
ものではありません。

・ 本資料の内容は作成基準日のものであり、将来予告なく変更されることがあります。また、市況の変動等により、方針
通りの運用が行われない場合もあります。

・ 本資料は当社が信頼できると判断した情報を基に作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありま
せん。
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当レポートは10枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（10/10）  553385


